
運動の動詞について1

はじめに

§1　　運動の動詞が、スラヴ諸語においてさまざまな統辞論的、形態論的あるいは語彙論

的な特徴を有し、特殊な群を構成していることは、夙に周知の事実である。この種の動

詞の意義については、筆者も既に若干触れるところがあった。特に拙稿「行為の質にっい

て」（1）において、．私見を若干具体的な形で述ぺた。この小論は、そこで述べた考え方が、

この種の動詞の呈する種々の特異な現象の説明に、どの程度有効であるかを、験証するこ

とを以ってその趣旨としている。

§2　　運動の動詞の意義的特性についての着想は、「行為の認定に要する時間」（2）との関

連における、不定動詞の意義についての考察をその端緒としている。拙稿「状態動詞につ

いて」において、筆者は次のように述べた（3）。

　「文法書を播けば、通常定動詞が『一定方向の運動』をあらわすのに対して、不定運動

は『不定方向の運動』を示すとされる。しかし一考すれば直ちに明らかになるように、『同

時に不定方向に行われる運動』などは存在しない。」「事実はそうではない。一定方向に飛

ぶものが、やがて方向を変え、更にまた方向を変える、という運動形態をとることが確認

されてはじめて『不定方向の運動』なる概念の成立をみるのである。従って不定動詞のば

あい、定動詞におけるより遙かに大きな『行為の認定の時間』が必要とされると予想され

る。従ってまた不定動詞の方が一般に概念の抽象度が高いということができる。」

§3　　このような考えに立って拙稿r行為の質について」において、不定動詞の意義を次

のように考えた。

　「不定動詞は、定動詞によってあらわされる、方向を異にする運動の組合せと考えるこ

とができる。そこでいまヴェクトル籔＋1の起点がヴェクトル9㍉の終点となるような

ヴェクトルの列鍛二（ザt1，鍛2＿鍛π）を考え、この上を運動する対象のあらわす行為を、

不定動詞の表わす行為とする。対象ρgの軌跡を9㌔、鍛馴とあらわすとすれば、不定動詞

の意義は、さしあたり次のようにあらわすことができる。

V（itL　mov，indet．）：［dSコP，6ガκ］

V（七L　mov，indet．）：［dSの，dSμ，6ッ・κ1

これに対して定動詞の意義は、次のようなものと考えられる。

1『ロシア語ロシア文学研究』　第11号　1979年10月　101－112頁。
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V（玉tr・mov．det．）：［4S記，猟ガκ1

V（tL　mov．det．）：［dS¢，45ひ，澱写・κ1（4）

§4　　ところで運動の動詞にどのようなものが所属するかについては、必ずしも諸家の見

解は一致していない。アカデミー文法は15組、ヴィノグラードフは11組、フォーサイス

は13組の動詞を挙げているのである。

　これらの諸家に共通なものは、次の10組の動詞である。即ち6e螂aTL／6eraTb，Be3丁翼

／B・3HTb，BeCTH／B・皿TL，exaTL／e3皿TL，翼TTH／x・皿Tb，ユe3Tb／πa3HTb，πeTeTL／

∬eTaTL，HecTH／HocHTL，∬oπ3TH／noπ3aTL，HπHTb／∬πaBaTb。これに対して比較的多

くの研究者が運動の動詞として認めているものに6pecT疏／6po泌TL，rHaTL／ro瑚［TLの

二組の動詞があり、更に人によってはTa珂HTL／TaCKaTLおよびKaTHTL／KaTaTLの二組

をもこれに算入している。アカデミーの文法がca凪aTb／HocaπHTbC∬をもこれに加えて

いるのは、理解に苦しむところである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　本　論

単純動詞

§5　　定動詞と不定動詞が、いわゆるr一定方向の運動」並びに「不定方向の運動」をあ

らわす場合には、上述の意義構造の典型的なあらわれである。たとえば、

L　MaπbqHK6eraeT　B　caAy．

　「子どもが庭を走り回っている。」2

2．BcMHTeELecBaxa，K1｛e謎6e泓nT．

r仲人婆さんが泡を食って彼女の所に走っていく。」

3．月蟹Ha　HepeKπa沼田Hx翼3THΦ」1Hca．（JlepM．）

　r私はチフリスから駅馬車に乗って行くところだった。」

4。CoφHa　JILBoBHa・Bce　g塑Ha・∬3Bo3qHKe　H　IlpocHJla　My氷a，qTo6理oH

　HoKaTaπeeHaTpo塩e．（qex。）

　「ソフィア・リヴォヴナはいつも辻馬車に乗っていたので、トロイカ（三頭立ての馬

　車）に乗せてくれるように夫に頼んでいた。」

5．且AaM皿TepecHu麸》ざypHaJI，Bu　ero　upoq翼TaeTe，HoKa6yAeTeπeTeTb　Ha

　KoHΦepeR翼mo。（MypaBbeBa）

　2発表したときは日本ロシア文学会の紀要であったので、訳は付けなかったが、再録するに当たり、すべてそ

の訳を付ける二とにした。
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　　r面白い雑誌を貸してあげよう。会議に行く飛行機の中で読んで御覧なさい。」

　6。060凪AeT－cKa3aJlaΦpocH，一TH　Be乃EeAoJlro6yAemb塑．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（恥翫丁OHOB）

　　r待ちますわ、とフローシャはいった。そんなに長くお歩きにならないでしょ。」

　例（6）は次節に述ぺる往復をあらわす場合とも考えられる。

　定動詞の現在形が近い未来における予定をあらわす場合があるが、これも上述の規定の

例外をなすものではない。

　7，3aBTpa　H　eハy　B　KHeB，（MypaB．）

　　「明目私はキエフに行きます。」

§6　不定動詞に特徴的な用法として、往復をあらわすものがある。たとえば、

　8．Bqepa　MaTb塑Ha，ロo可Ty　H　Ho」ly顎Jla　AeHLrH　Ho　nepeBoAy．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（AHHKHHa）

　　r昨日母は郵便局に行って為替のお金を受げ取ってきた。」

　9．yTpoM豆a　p斑｛oK6era，πa　Ap6y30B。

　　「アルブーゾフは朝、市場に走って行って来た。」

　この種の用法は6の＝（鍛1¢，鍛2¢でかつ鍛2¢＝一鍛1¢という場合であると解す

ることができる。従って鍛1の＋9｛％＝0であって、対象餌の位置は出発時と変ら

ない。これを一般化して6詔＝（（鍛1¢，鍛2¢），（9｛3劣，9｛4忽），…（鍛（物＿1）の，鍛ηの））とし、

籔。＝一鍛（6＿1）¢（1≦¢≦η）とすれば、これは多回的な往復運動をあらわすことになろ

う。例えば、

10．K灘AH涌πeHb　MaJILqHK里B皿KoJly．

　　「子どもは毎日学校に通っている。」

　これに対し定動詞は、one－wayactionをあらわす。

11．OH盟B皿KOπy．

　　「彼は学校に行くところだった。」

　この相違はたとえば次のような場合によく表わされている。
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12，Kor双aH盟K6paTy，HKy皿胆yAecHymAHH恥．

　　r私が弟の所に行く途中、すばらしいメロンを買った。」

13。Kor双aH興K6paTy，HKyπ瑚qyAecHy沁坦Hm

　　r私が弟の所に行った帰り、すばらしいメロンを買った。」

　主文章の行為は例（12）においては、往路に、例（13）においては帰路に行われている。

　また往路をあらわす場合でも、往路と帰路とが別々に表現されるときには、当然定動詞

であらわされる。たとえぱ、

14．Ko璃aHTopo∬πlocb，∬6epyTa底cHHeAyHapa60Ty．n：ocπe3aHHTH最H

　　n瓜y　AOMO逝。（MypaB．）

　　r私は急ぐときタクシーを拾って仕事に行く。仕事のあとでは歩いて帰る。」

§7　　不定動詞にはこの外職業的行為、習慣的行為、経験、能力等をあらわすことがある。

このうち経験をあらわすものは、上述の往復運動の特殊な例と考えることができる。たと

え一回しか行われなかった行為でも、経験についての問乃至答えの行われる状況は、経験

者の位置に関りがなく、ヴェクトルの和が等しいと置かれるからである。たとえば、

15。BH，πeTa，πH　KorAa－HH6y恥Ha　KaMqaAKy？Pa3∬πeTaJI．

　　rあなたはカムチャツカに行ったことがありますか。一度あります。」

　職業的行為、習慣的行為などは、6¢ニ（9｛1記，！R2z，鍛3¢，鍛4の…！R（π＿1）コp，鑑¢）の

π→ooの場合だと解することができる。たとえば、

16。皿oΦep璽Ma皿HHy，

　　「運転手が自動車を運転する。」

17．MH　c撒eEoH興B　TeaTp　Pa3B　Mec∬双，

　　「私と妻とは月一回観劇に行きます。j

　π→ooになると6ωは一っのコンパクトな行為として意識され、ヴェクトルとしての

方向性を喪失する。

§8　　ところで習慣的あるいは反復的行為の表現は、不定動詞にのみ許されている訳では

ない。定動詞もまたこの種の行為を表現し得るのである。例えば、

18．06HqHoπ玖πy　c　pa60丁題He皿KoM，a　Ha　pa60Ty　eAy　Ea紐To6yce・（MypaB・）

　　r私はいつも仕事からは歩いて帰るが、仕事にはバスで行く。」
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　19・n：o　yTpaM　H　BcTaK）paHo　H　H刀y　Bo　ABoP八eJlaTb　rHMyHacTHKy，a　HoToM

　　塑Ha　perKy　KynaTbCH・（MypaB・）

　　「毎朝私は早起きして庭に行って体操をし、そのあと走って小川に水浴びに行く。」

　前節の例と比較すれば直ちに明らかになるように、ここで用いられている定動詞は、何

れも一定方向の反復をあらわしている。したがって行為の反復という意義は、定動詞ある

いは不定動詞の範疇と、直接に連関しているものではないことが知られる。

§9　　ロシア語の言語意識において、運動の方向が異なれば、同一の運動であっても質の

異なるものとして、即ち異なった運動であるとして観念せられるとすれば、定動詞が命令

法においてすでに進行しつつある行為の進行に関する命令をあらわす場合に用いられるこ

とも、よく説明できる。たとえば、

　20。TaK　BoT　TH　xo耶H　cMoTp翼qHTy＿yBH琿皿b　qHTy＿∬03APoBa量c庭H璽

　　双aJILme。

　　　「それじゃチタを見て回りなさい。チタを見たらさよならして次に進みなさい。」

　この場合明らかに運動の方向性は、発話の時点で行われている運動と異っていないこと

が含意されている。

　この種の用法は、否定のHeを伴うときに特に著るしく、また用例も豊富である。これ

は否定命令に不定動詞が用いられることが通則となっていることから、これとの対比に

よってその本来の機能がより鮮明になった結果であると考えられる。たとえば、

　21．He璽∬o　co」1Hロy＝Te6e　Bpe照o！

　　「太陽に向かっていくな。体によくないぞ。」

22．HeππHBH　TyAa二TaM　My60Ko！（MypaB、）

　　「そちらに泳いで行くな。そこは深いぞ。」

　これは相手がすでにHATH乃至はHπHTbの行為を現に行っていることが、前提となっ

ている場合である。

　更に運動の速度に対する命令も、定動詞によって示される。この場合にも運動の方向は、

発話の時点において行われっつある運動の方向と何等異なるところがない。たとえば、

23．He塑Ta蕊6HcTpo，y　Hac　e皿e　ecTL　BpeMH，（MypaB．）

　　rそんなに急いで歩かないでください。まだ時問はありますから。」

24．He亟TaK，πHe　yclleBalo3a　To60逝、（MypaB．）

　　「そんなに走るな。っいて行けないよ。」
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§10　一般的な否定命令は、不定動詞を用いるのが通則となっている。たとえば、

25．JleTHTe　B　O双eccy　Ea　caMo汀eTe！（MypaB，）

　　「飛行機でオデッサヘ行きなさい。」

26。HeπeTa最Te　Ha　caMoπeTe，BaM　Bpe双Ho．（MypaB．）

　　「飛行機に乗るな。体に悪いぞ。」

　これは先に述べた不定動詞における方向性の喪失と関連していると考えられる。言語に

おける否定の問題は、軽々に扱うべきものではないが、具体的な行為が存在しないという

意味で、否定のHeを伴う動詞がより抽象的な性格を帯び易いということだけは、少くと

も言い得るであろう。

§11　定動詞の命令法は、しばしば勧奨の意味をもって使用される。この用法は不定動詞

との対比というよりは、むしろ完了体動詞との対比において、論ぜられるべきものと思わ

れる。しかしこの場合にも、方向性乃至目的地への運動という性格は、依然として顕著で

ある。

27・roBoP沁，璽K　HaM　Ha∂KcKaBaToP，3a6y1恥cBo皿06HAH＿（Ap6y3。）

　　rいいかい。私たちの所に来て掘削機械をやれ。腹の立つことは忘れろ。」

28．CKopee．6．To五bKo　cKopee　e3凪a量Teラ堕Ha　rpoxo」lbcKoM．．．Kπ翼y　cKpH－

　　Haua，B　KHcπoBcKoM・CKopee・ToJlbKQ　cKopee　e3氷a遜Te．（CeMeHoB）

　　「早く、どうか早く行ってください。ゴロホリスコエ村へ、又はキスロフスコエの

　　ヴァイオリン弾きの所に。とにかく急いでください。」

　定動詞の一人称複数形が勧奨の意味で用いられる場合も、これと同様である。

29。TH　KyAa　MeHH墨？Z塵，He　pa3roBapHBa魅．（TeHAPHKoB）

　　「どこに連れていくのですか。ペチャクチャいわずに行くんだ。」

　これに対して不定動詞の命令法が肯定命令をあらわすのは、主として俗語的表現に限ら

れている。たとえば、

30．■pH皿eπ，Ba皿e6JlaropoAHe。　1｛y，30BH－HocJIH皿aπcH　cep耶TH量ro－

　Jloc。B八BepL塑一cKa3aπcoJIAa，TnToT蔓ac凪eB3HJlcH3acaMoBap，
　　（JLH。ToπCTO逝）

　　「来ました、閣下。じゃあ呼べ、一怒った声が聞こえた。ドアから入ってください、

　　と兵士は言ってすぐにサモワールに取りかかった。」
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　不定動詞のこの用法は、この種の動詞の意義が抽象化し、一般の動詞の意義と異ならな

いと感じられた為に可能となったのかも知れない。

前綴動詞

§12　定動詞を派生原基とする前綴動詞が完了体動詞となることは、周知の通りである。

これに対して不定動詞を派生原基とするものは、原則として定動詞から派生される完了体

動詞に対応する不完了体動詞を作るとされる。またこのようにして成立された前綴動詞に

は、最早や定・不定の区別は存在しないというのが、一般的な説明である。

　確かに一方では不定動詞を原基とする

前綴動詞が、完了体動詞に転化する場合

のあることも、よく知られた事実である。

しかし上述のような体の対応が、定動詞

及び不定動詞を原基とする前綴動詞の一

つの特徴であることが強調される余り、

不定動詞を原基とする完了体動詞が、い

わば副次的な意義しか担っていないかの

ような印象を与えてきたこともまた事実

である。

　しかし実際にはこの種の動詞の数は、

意外に多いことが知られるのである。

§13　図0．1で1類としたのは、接頭辞の

附加によって不完了体動詞と完了体動詞

の何れをも派生し得るものである。IIお

よび皿類は何れも完了体動詞のみを派

生する。このうち皿類は語基に多回体接

尾辞を附加して成ったIV類と、体の派
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図0．1：前綴動詞
生に関して相補分布をなしている．

　1類の語基のうち、接頭辞によって不完了体動詞を派生するものは、一6po脳Tb，畷a3HTb

を除いてすべて対応の完了体動詞を、定動詞の原基から派生する。I　A類である。たと

えば、HpHBo馴Tb／∬pKBecTH，∬pHBo3HTL／npHBe3丁斑，HpHroH且Tb／HpHrHaTL，∬P皿一

πeTaTL／HpHπeTeTb，HpnEoc班TL／∬PlmecT∬，∬pHxo耶Tb／11pH量THなどである。

　これに対しIB類のπa3HTbから派生される不完了体動詞は、定動詞πe3TLに

接尾辞を附加して成った一πe謡TLによって、ほとんど代替されている。たとえば、

nepeπa3KTL／Hepeπe3aTb，・P・πa3∬Tb／Hp・πe3aTb，cm3HTb／cπe3aTb，B即a3HTL／

BbMe3aTbなどである。この点でこの動詞はIII類に近いといえよう。

類 派生原基 不完了体 完了体

語 ％ 語 ％

一BOAHTb 28 64 16 36

一BO3HTb
16 52 15 48

A 一rOHHTL 18 64 10 36
1 “JleTaTL

17 63 10 37

甲HOC■【Tb 29 64 16 36

一XO皿TL
23 58 17 42

一JIa3胚TL 5 38 8 62B
一6po刀阻TL 2 17 10 83

一HJIaBaTb 0 0 8 100II

一丁翫CKaTb 0 0 ・17 100
一66raTL 0 0 13 100

III 　，

e3即【TL 0 0 15 100
　　ノ

∬OJBaTb 0 0 10 100
一6er氏TL 16 100 0 0

IV 　　　　，
e3》KaTL

15 100 0 0
　　　　　ノ
HOJ13駄Tb

14 100 0 0
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　同じくIB類に属する一6poAHTLはKoπ06poAuTb，cyMac6po双HTbのように様態

を示す合成語を除けば、すべて完了体動詞を派生する。6pOAHTLに対応する6peCTH

を原基とする完了体動詞は、不完了体動詞として一6peAaTbを原基とする動詞を使用す

る。たとえばB36peAaTb／B36pecTH，BH6peAaTb／BH6pecTH，八06peAaTb／Ao6pecT班，

3a6pe双aTb／3a6pecTH，Ha6peAaTb／Ha6pecT頚【，Hepe6pe双aTb／nepe6pecT斑。

§14　11類の一皿aBaTb，一TaCKaTbは、何れも接頭辞を附加して完了体動詞を作る。こ

れに対する定動詞HπHTb，Ta㎎HTbを原基とする前綴完了体動詞に対応する不完了体動

詞は、何れも二次派生の一HπbIBaTb，一TaCKmaTbを原基としている。

　III類の動詞を原基とするものは、何れも完了体動詞であり、かつ多回体接尾辞によっ

てIV類の原基を派生するものである。

　IV類の動詞を原基とするものは、III類の動詞に対応する定動詞を原基とする完了体動

詞と体に関して対応している。

　以上が派生原基についての大まかな説明である。

§15　次に問題とすべきは、派生の原基と接頭辞との関係である。紙幅の関係で細部にわ

たって論ずることが許されないので、以下大まかな説明に留めざるを得ないこ．とを、ここ

で断っておきたい。

　まず一6eraTbから派生されるものは、一6e凪aTLから派生される完了体動詞に対応する

不完了体動詞である。これに対して一66raTLを派生の原基とするものは、原則として対応

の不完了体動詞を有しないperfectiv＆tantumである。この両者に共通する接頭辞には、

BH一，Ao一，3a一，H3一，Ha一，06一ラo一，oT一，∬epe一ラ∬po一，c一ラy一がある。その意義を考察す

れば、次の通りである。

　Bbl6e通Tb　r走り出る」／B孟6eraTb　r走りまわる」、3a6eraTL　r駆け込む」／3a66raTb

「あちこち駆回り始める」、H36eraTL「避ける」／H366raTb「走り回る」、Ha6er謡Tb

「衝突する」／Ha66raTL「走って足跡を残す」、06eraTL「周囲を走りめぐる」／066raTL

r走りまわる」、oT6er6Tb　r走り退く」／0T66raTL「走り終る」、nepe6eraTb「超えて

走る」／耳epe66raTb「走っていろいろな所に行く」、∬po6eraTb「走り過ぎる、走り通

す」／Hpo6eraTb「走りまわって過す」、c6eraTL「駆けて行って来る」。

　このような意味的な相異は一e3凪aTbを派生原基とするものと、一e3珊Tbを派生原基と

するものの間、あるいは一noπ3義Tbと一H6聡aTbを派生原基とするものにもみとめられ

る。紙幅の関係で、これらについては、対応を示すだけにとどめる。

BHe3陥Tb／BHe3AHTb，双Oe3澱Tb／A・e3耶Tb，3ae3氷aTb／3ae3翅Tb，Hae3那aTL／

Hae3耶Tb，06』e3澱Tb／06Le3AHTL，・T㌔e3凪aTL／・Tもe3理Tb，Hepee3翫aTb／∬epe－

e3AHTb，HoAT》e3》KaTb／HoAT》e3双HTb，npHe3泓aTL／npHe3八KTb，Hpoe3凪aTb／Hpoe3一

耶Tb，cLe駆aTL／c』e3耶TL，ye3舐aTL／ye3耶TL，B重∬oπ3aTb／BH∬oπ3aTb，3a∬6π一



268　ことばの構造とことぱの論理1論文篇

3aTb／3aπ・∬3aTb，Ea∬6π3aTL／HaHoπ3aTL，o∬6π3aTb／oHoπ36Tb，oTH6π3aTL／oT－

H・∬3aTも，nepe∬6汀3aTL／HepeH・π3ゑTb，Hp・π6π3aTb／Hp・H・π3ゑTb，cH6π3aTb／cH・π一

3ゑTL．

§16　以上の例から一66raTL，一63巫TL，一∬6π3aTbを原基とするものは、不定動詞の特徴

をなす、方向を異にする運動の組合せによる、、複合的な運動をあらわす意義を保存してい

るということができる。これに対して一6eraTb，一e3踊Tb，一HOπ語Tbを派生原基とする

ものは、同一方向でかつ単一の運動をあらわす定動詞の特徴を示す。

　しかしたとえばBHe躍aTb／BHe3AHTL，BHe3凪aTL／BHexaTLのようにBHe3凪aTLが

相異なる対偶の双方に共通であることからすれば、この種の動詞が定動詞の特徴を帯びる

のは、これらの動詞に固有の意義によるものではなく、偏にこれが定動詞を原基とする完

了体動詞と対偶をなすためであろうと考えられる。

§17　11類に属する一∬πaBaTb，一TaCKaTbも接頭辞を伴うとき、すべて完了体動詞と

なる。このときにも、原基の不定動詞としての意義的特徴は、原則として保存されてい

る。たとえば3aHπ氏BaTL「泳ぎはじめる」、Hca∬∬aBaTb「泳いで多くの場所に行くj、

B孟TaCKaTL　r次々と引出す」、HCTaC蛤TL　r着破る」のような場合である。

　このようにして一HmBaTL，一TaCKaTbを派生原基とするものと、一HπHTL，一Ta皿HTLを

原基とするもののあいだには、不定動詞と定動詞の意義的特徴の相異が基本的には保存さ

れているということができる。

　このように一HπaBaTb，一TaCKaTbを派生原基とするものが、すべて完了体動詞であるこ

とから、これをnpOH五HTL，HPOTa国mbのような完了体動詞に対応する不完了体動詞の

原基とすることは、できなくなる。この役割を果したのは、定動詞に多回体接尾辞を付し

て成った一HπHBaTL，一TaCKmaTLである。

§18　1B類に属するqa3KTLを原基とするものには、完了体動詞と不完了体動詞があ

る。しかし不完了体動詞となるものは、多回体接尾辞による畷e3aTLと同義として扱

われ、定動詞を原基とするものと、対の対偶をなしている。たとえばBπa3HTLIBπe3Tb，

BHπa3HTb／B遠πe3TLにみられる通りである。しかも一∬a躍Tbの形はすでに現在では稀

用である。

　また一6po皿TLの場合にも、定動詞6peCTnを原基とする完了体動詞に対応する不完了

体動詞は、何れも多回体接尾辞によって定動詞から派生した6pe双aTLを原基としている。

　このことからI　B類の動詞はII類の動詞に極めて近いということができる。一πa－

3皿TL7－6po耶Tb，一H」aBaTL，一TacKaTLに対して、畷e3TL／一πe3TL，一6peAaTL／一6pecTn，

一∬πHBaTb／一∬ηHTL，一Tac畷BaTL／一TacKaTbという体の対応が存在することは、第一に

この類に属する定動詞と不定動詞とが語彙的に分化しっつあること、および第二に定動詞
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を原基とする完了体動詞が二次派生による不完了体動詞を対偶とすることによって、一般

動詞に近づきつつあることを、示している。

　これらの場合にも、不定動詞を原基とする前綴完了体動詞が、何れも不定動詞の意義特

徴を保存していることは、いう迄もない。念のために若干の語を挙げれば、次の通りで

ある。

　Ha∬JlaBaTb，OT口五aBaT正》，HepenJlaBaTL，HOHJlaBaTb，HpO∬JlaBaTb，CHJlaBa’TL　l　Ha－

TacKaTLラ　pacTacKaTLラ　HpoTacKaTL，　∬oBHTacKaTL，　1【oHcTacKaTL，　∬oHaTacKaTb7

nopacTacKaTLl　BHπa3HT5，3aJla3皿Tb，06JIa3HTLラoTJla3nTb，npoJ【a3HTb，cπa3KTbl

B班6po朋Tb，3a6po耶TL，H36po耶Tb，豆epe6po期TL，Hpo6poAHTb。

§19　1A類の動詞は完了体動詞、不完了体動詞の何れをも派生する。この類の特徴は、

不完了体動詞が、定動詞を原基とする完了体動詞と体に関する対偶をなすことである。た

とえばHpoxo双HTb（不完）に対応する完了体はHpo巌THである。

　他方完了体動詞となるものは、これまで観察して来た場合と同じく、不定動詞の意義特

徴を保存している。たとえばHepexo耶Tb　r遍歴する」、cxOAHTL　r行って来る」の如く

である。また完了体の∬poxo八HTbは「ある時間あるきまわる」という意義をもっている

が、Hpo伽Hに対応する∬poxo耶Tbは「歩き通す」という意味である。このことから後

者の場合には定動詞の意義をもつことが知られる。これは、この動詞が∬po麸THと対応関

係に入っているために生じたものと察せられるが、何れにせよ、IA類の動詞を原基とす

る前綴完了体動詞は、何れも定・不定動詞の意義と体に関してhomonymieを構成する、

ということができる。

§20　以上述べたことから、一般に不定動詞を原基とする前綴完了体動詞は不定動詞の意

義を保存する、と結論することができる。

　これを完了体不定動詞perfectiva　indeterminataと称することにし、この命名法を一般

化すれば次のようになる。

1
2
3
4

完了体不定動詞HepeBO耶Tb　r多数を案内する」

不完了体不定動詞∬epeBO泓aTb「同上」

完了体定動詞nepeBeCTH「渡す」

不完了体定動詞πepeBeCT皿r同上」

前綴について

§21　これらの動詞について附加される前綴を中心に観察すれば、いくつかの特徴がみら

れる。

　たとえば始発を示す3a一は、完了体不定動詞のみを派生する。3aBO翠TL「動かし始め

る」、3a6POAHTb　rうろつき始める」、3a66raTb「あちこち駆まわり始める」等である。
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これらの動詞が不定動詞の意義を保存しているか、若しくは少くとも行為の方向性に関し

て中立であることは、明らかである。

　これに対し3a一が本筋を逸れた行為をあらわす場合は、完了体及び不完了体定動詞に用いら

れる。たとえば3a6pe鵡TL／3a6pecTH　r道に迷ってある所に出る」、3a6eraTb／3a6e凪aTL

「一寸立寄る」、3ae3翫aTb／3aexaTL「回り路して乗ってゆく」のようなものである。これ

らの動詞が何れも方向性をもった運動を表すことに疑いはない。

　このように3a一が一般的な行為の始発を示すために、定動詞について始発の意味をあら

わすことができないところから、定動詞の始発は∬o一によってあらわされる。その理由は

HO一が本来r物に沿う」意義を有していたからであると推察される。たとえばHO6e泓aTL，

HOBe3THである。したがって逆にHO一は定動詞の場合にしか、r始発」の意義をあらわす

ことができない。HO一が不定動詞に附加せられて「しばらく」の意味を持つのは、このた

めである。たとえば∬o∬eTaTL，∬o∬五aBaTbである。これらは完了体不定動詞のカテゴ

リーに属している。

§22　同様にたとえぱOT一が完了体不定動詞を派生して運動の終焉をあらわし、完了体定

動詞としてr分離、離脱」の意義を示すことも、よく説明できる。

　このように種々の前綴についてその意義を検討すれば、各々の動詞はそれが不定動詞で

あるか定動詞であるかに従って、自己の意義と矛盾しない意義を有する前綴をとり、ある

いは同一前綴の意義の中で、矛盾しない意義を選択するということが知られる。

　この点で特に興味のあるのは、前綴c一の場合である。定動詞に附加される時、これは

r表面からの離脱」乃至「下降」の意義をもつのに対し、完了体不定動詞として用いられる

ときには、典型的なtwo－way　actionを示すからである。たとえぱc66raTb「走って行っ

て来る」、CBO耶TL「連れて行き、連れて帰る』、CBO3HT5「乗り物で運び行き、運び帰

る」、cπeTaTL「飛んで行き、飛んで帰る」の如くである。

結　語

§23　以上の考察から、定動詞と不定動詞の区別は、前綴動詞の場合にも保存されている

ことが明らかになったと思われる。完了体・不完了体というカテゴリーが、この現象にも

密接な関連をもっていると思われるが、ここではこの問題に立入ることはしなかった。し

かし完了体定動詞、不完了体不定動詞等の範疇が立ち得るとするならば、定動詞、不定動

詞の区別をいわゆる「亜体」HOABHAとする考え方は、論理的に成立しなくなると思われ

る。体の範疇と定・不定動詞の範疇との関係にっいては、新たな観点から考えることが必

要とされよう。



運動の動詞について　　　271

文　献

（1）　「行為の質について」、京都大学教養部紀要『人文』に発表の予定。（これについて

　　はすでに発表済み。）

（2）AConsiderationontheCategoryofTransitivityinRussian．『人文』第20集

　　昭和49（1974）年。

　　「準他動詞について」『ロシア語ロシア文学研究』第8号　1976年。

（3）　「状態動詞について」『古代ロシア研究』第12号　1978年。

（4）この表記については・たとえばr古代ロシア語における第こ対格について」『人文』

　　第23集昭和52（1977）年参照。

　以上の外参考とした文献の主なものには、AH　CCCP，1□pα漏漏αm郡αp解cκozo∬3む胴α，

T．II，M．1960．をはじめとする文法書、並びにL．Muravyova，％rbsofMo亡fonfn

Russlan，Moscow1975．がある。

VERBA　MOVENDI

　　In　hoc　opusculo乳positis　hypothesibus　quae　ad　proprietatem　verborum　movendi

signigicationum　pertinent，dissertum　est　ut　inter　ea　verba，quae　vulgo　determinata

seu　unidirectionalia　vocantur　et　ea，quae　indeterminata　sive　mu1七idirectionalia　ap－

pellantur，distinctionem　per丘cere　tam　in　verbis　simplicis，quam　in　verb三s　praefixis

compositis，non　solum　idoneum，sed　etiam　necese　esse　arbitror、Hinc（1iscreta　sunt

verborum　moven（ii　genera　quattuor：verba　peτfbc伽a　deむeτmfnaむa7verba　perfbc伽a

加de孟ermlna右a，verbalmper飴cむfvade右emfn亡aatqueverbalmperfbc伽afnde右ermf－

naむa．


